
I-LISS国際大会のプログラムの分析
– インド国際大会 –

岡田 大輔

1 I-LISS 第 6回 大会 (インド)

• 2022年 10月 13～14日
• 基本的には対面
• I-LISS Japanから
志保田務・大城善盛・前川和子・中村恵
信・藤間真 “An Analysis of S. R. Ran-

ganathan’s Influence upon Librarianship

in Japan”

がオンラインで発表された
→ 私はオンラインでほんの一部同席した
のみ

1.1 予稿集は無料で公開されている

[1]

1.2 アンドロイド社会?

• 大会テーマ: “Revitalizing the Libraries

to the Android Society”

– “Android Society” で google検索→
公式ページが 5番目→ よくある英語
ではない

– インドは Androidがほとんど
(Android 95.4% / iOS 3.94%)[2]

→「スマホ社会における図書館の活性化」ぐ

らいで捉えればいいはず

1.3 サブテーマも情報系ばかり
I: Libraries in The Digital world

デジタル世界における図書館
II: Android Technology and Innovative

Technologies

アンドロイド技術と革新的技術
III: Open Sources (MOOCs etc.)

オープンソース (MOOCなど)

IV: Social Media and Social Networking

ソーシャルメディア、ソーシャルネット
ワーク

V: Information Management and Services &

User Studies

情報管理、情報サービス、利用者研究
VI: Education, IPR & Ethical issues

教育、知的財産権、倫理
VII: Research Analytics, Metric studies &

Programming Tools

研究分析、計量 (書誌)学、プログラミング
ツール

1.4 インドの参加者がほとんど
• 128件の発表 +基調講演 1+テーマ論文 1

• タイ、イラン、フィリピン、台湾、日本が
1件ずつで、残りはインド

• 招待されたものは Invited Paper となる
(はず)
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← 査読に通らなかったわけではない

2 本研究の目的
• 世界的な図書館情報学のトレンドを知る
• インドの図書館情報学のトレンドを知る

– I-LISS本部との関わり方を考える
• 今後自分がすべき研究のヒントを得る

3 方法
• 発表を白と徐の分類 [3]のどれかに分類� �
図書館学全般 / 図書館運営 / 図書館サー
ビス / 蔵書構築 (管理)全般 / 資料組織 /

記録管理学 / 書誌学 / 情報生産 (出版) /

情報学 / その他� �
• 下位分類もある

4 結果
図書館学全般 (21)

教育と教授法 (2) 研究方法論 (1)

専門性 (5) 図書館史 (1)

理論及び哲学 (0) 図書館と社会 (10)

図書館団体 (0) その他 (0)

法令・基準 (著作権)(2)

例: 「インドにおける図書館学教育の再定義:

アクレディテーションと新教育政策 2022

の文脈における分析」
例: 「デジタル環境における図書館員の役割:

スキルと課題」
例: 「BRICs 諸国における図書館情報学の研

究成果: 計量書誌学的分析 (招待論文)」
例: 「ランガナタンが日本の図書館に与えた影

響の分析 (招待論文)」

例: 「インドにおける緑の図書館」
例: 「デジタル化が図書館に与える影響」

図書館運営 (5)

図書館行政 (0) 予算管理 (0)

図書館経営論 (経営管理)(0) 人事管理 (0)

資料の類型・管理 (0) 人間関係 (0)

図書館ネットワーク (0) 建築・設備 (0)

図書館の評価・実態 (2) 政策・方針 (0)

広報・マーケティング (2) その他 (1)

例: 「アンドラ・プラデシュ州グントゥール県
における大学図書館の利用可能性と水準に
関する比較研究」

例: 「デジタル時代の図書館サービスを広める
ソーシャルメディアとソーシャルネット
ワーキング」

例: 「図書館における災害管理: いくつかの経
験 (招待論文)」

図書館サービス (9)

サービス全般 (2) 特殊サービス (6)

読書教育 (指導・治療)(0) 情報公開 (0)

図書館・情報利用教育 (0) 地域開放 (0)

サービス評価 (1) 利用実態 (0)

閲覧・貸出サービス (0) その他 (0)

レファレンスサービス (0)

例: 「農業従事者への農業情報発信における農
業図書館の役割」

例: 「図書館は人生の味方! – どこで、だれに
対して?」 (刑務所図書館の研究)

例: 「e ラーニング環境のための伝統的な図書
館と情報サービスの開発」

例: 「工学・技術教育の質保証におけるメイ
カースペースの役割 (招待論文)」
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蔵書構築 (管理)全般 (6)

蔵書構築基準 (1) 収書業務 (0)

蔵書構築 (管理)全般 (5) 政策・方針 (0)

蔵書評価 (0) その他 (0)

例: 「研究開発におけるコレクション開発と標
準の利用: 実践的アプローチ」

例: 「ハイブリッド時代の図書館コレクション
開発とその管理」

資料組織 (1)

資料組織全般 (1) 書誌コントロール (0)

索引作成法 (0) 主題分析 (0)

分類 (0) その他 (0)

目録 (0)

例: 「マニュスクリプトのメタデータ作成」

記録管理学 (1)

記録管理全般 (0) サービス (0)

法令・政策 (0) デジタルアーカイビン
グ (1)

収集・選別・評価 (0) 記録管理機関 (0)

管理・保存 (0) その他 (0)

例: 「デジタルアーカイブ研究のための先端
技術」

書誌学 (0)

体系書誌学 (0) 分析書誌学 (0)

書誌学全般 (0) その他 (0)

書誌 (0)

情報生産 (出版)(0)

出版流通 (0) 出版全般 (0)

電子出版 (0) その他 (0)

情報学 (69)

利用研究 (0) インターネット (7)

情報学全般 (0) デジタル図書館 (8)

計量情報学 (19) 情報 (管理)システム (3)

情報利 用行動
(5)

情報 (学)理論 (0)

図書館 自動化
(4)

メディア (0)

情報技術 (15) 学術コミュニケーション (0)

情報検索 (0) HCI (Human Computer

Interaction)(0)

情報流通 (8) その他 (0)

例: 「デジタル図書館サービスの発展における
ソーシャルメディアの役割」

例: 「デジタル図書館を構築するためのオープ
ンソースソフトウェア」

例: 「『Reading and Writing』誌の科学計量学
分析」

例: 「学術図書館における統合図書館管理ソフ
トウェア: 時代の要請」

例: 「薬学専門学校の利用者の情報リテラシー
に関する研究」

例: 「インドの図書館における RFID 技術の
導入」

例: 「図書館における IoT – 復活のチャンス」
例: 「図書館コンソーシアムから「1国 1サブ

スク」モデルへ: 展望と課題 (招待論文)」

その他 (18)

コンピュータサイエンス (6) 高等教育 (2)

教育工学 (8) 社会科学 (2)

例: 「フェイクニュース検出のためのサイアム
変換器の微調整」

例: 「インドにおけるオープン教育リソースの
取り組み」

例: 「法的・倫理的問題: インドのスタートアッ
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プ志望者が直面する課題」

5 結論
• 今回のテーマだとしても、情報系の研究が
多い
– 特に計量書誌学は多い

• 職員問題研究はない
• RDAなどもない

6 その他気づいたこと
6.1 見た目はしっかりしている

• 出版社が関わっているからか、組版はきっ
ちりしている

• Introduction–(Methodology)–

Conclusion は徹底されている

6.2 紹介やエッセイ風のが多い
•「Leak Canaryはメモリリークを発見し修
正するのに役立つ。(p.98)」などアプリの
紹介

• 結論の一番大切な部分に「査読は論文
の信憑性を大いに保証している (Kelly,

Sadeghieh and Adeli 2014). (p.800)」と
引用が入る

• 結論「図書館情報学は極めてダイナミック
な学問で」「シラバスを継続的に改訂しな
ければならない (p.647)」

6.3 館種別の分析
• 国立図書館 (1)

• 公共図書館 (3)

• 大学図書館 (20)

• 専門図書館 (5)

– 刑務所図書館 (1)

– 国立機関の図書館 (3)

– 農業図書館 (3)

• 学校図書館 (0)

6.4 ランガナタンは多く言及される
志保田らの発表の他、10(/130) 発表で 5 法

則が言及される

1.「ランガナタンは、「公共図書館は、物質的
な幸福、精神的な仕事、精神的な喜びを生
み出すものである (以下 3行略)」と述べて
いる。(p.69)」

2.「デジタル時代でも、インドの図書館学の父
であるランガナタン博士による図書館学の
5法則は今日も将来も当てはまる (p.136)」

3.「RFIDは、ランガナタンによって提唱され
た図書館学の第 4の法則、すなわち「読者
の時間を節約せよ」を実現する。(p.183)」

4.「5 法則は図書館員の普遍的な指針だと証
明されている。(p.199)」

5.「5法則の文脈における IoT

Books are for use: 本に ICタグを付けれ
ば、本を安全にオープンアクセスにで
き、利用の増加につながる

Every reader his book: IC タグで必要な
本を簡単に見つけられる

Every book its reader: カメラで本を認識
できるシステムによって、あまり使わ
れていない本の利用を促し、書架の間
を歩いている人に新着図書を勧めら
れる

Save the time of reader: 利用者は列に並
ぶ必要がなくなり、スタッフの時間も
節約できる

Library is a growing organism: IoT は多
数の機器を効率的に処理でき、成長
し続けることに当てはまる

(p.224 この部分は抄訳)」
6.「5 法則は図書館資料とサービスの活用に
ついて説明している。以下の表 3は、この
図書館が時間や場所にかかわらず図書館資

4



料とサービスを提供していることを表して
いる。(p.238)」

7.「(図書館は) 近くに住む人全員を、図書館
を利用する習慣をもち、本を読む人に変
えていく必要がある、とランガナタンは利
用者志向という概念をすでに表している。
(p.462)」

8.「5 法則の最初の 3 つは、収集・保管・利
用者に読み物を広めることが図書館の中核
的な機能であるとしており、質の高いコレ
クションが重要であると間接的に述べてい
る。(p.478)」

9.「第 4 の法則は、時間管理は図書館職員に
も利用者にも重要であると強調している。
すべての図書館サービスは慎重に計画され
るべきだ。(p.557)」

10.「ランガナタン (図書館学の父)は “図書館
は成長する有機体である” と述べており、
現代の図書館が、目まぐるしく変化する
情報技術に合わせて、成長し、適応し、進
化し続けることは驚くべきことではない。
1931 年と同様、現在も青写真を提供し続
けている。(p.583)」

他にもランガナタンの名前は出てくる

•「インドでは、1957年に、ランガナタン博士
の指導のもと、D. B. Krishna Rao博士が
最初の博士号を授与されている。(p.659)」
「“大学・短大図書館に関するランガナタン
委員会 (1957-59)”、“図書館学教育に関す
るランガナタン委員会 (1961-65)”」「など、
これらの委員会は、インドの LIS教育が直
面している様々な問題を調査し、教育の質
を高め、図書館資料を活用するいくつかの
提言を行った。(p.660)」

•「Dr. B. Ramesh Babufはマドラス大学教
授であり、(略)マイソール大学のランガナ

タン記念賞大賞をはじめとして、(略) 現在
I-LISSの共同会長であり (裏表紙の編集委
員長紹介)」

← ただ、コロン分類は他には出てこない
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